
平成２４年度東北区水産研究所運営会議報告書 

 

会議責任者 東北区水産研究所長

 

１．開催日時及び場所   日時：平成２５年２月１５日 １５：００～１７：３０ 

                        場所：東北区水産研究所 塩釜庁舎 会議室 

２．出席者及び所属機関等 別添の出席者名簿を参照のこと 

３．結果の概要 

 

議 題 結  果  の  概  要 

０．若鷹丸見学 

 

 

 

 

 会議開催に先立ち、１４：００～１４：５０の日程で、ご出席の

４名の外部委員に若鷹丸を見学していただいた。船長がパンフレッ

トをもとに最近の主な調査航海の概要と機器・装備の主要目につい

て説明した後、所長ほかも同行して、船内（船橋、研究室、居住区

、食堂等）をご案内した。 
 

１．挨拶 

 

 

 

 所長から、外部委員に対して、多忙のなか運営会議に出席いただ

いたことへのお礼があった。また、これから説明する当所の業務状

況、震災対応も含めた研究成果等について、ご助言・ご指導いただ

きたい旨の挨拶があった。 
 

２．座長選出 

 

 運営会議運営要領に従い、外部委員の中から吾妻委員を座長に選

出して、議事を進行していただいた。 
 

３．平成24年度運営方針

とその進捗状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 所長から、配付資料をもとに、研究開発関係、管理・運営関係及

びその他の事項に関する今年度の運営方針とその進捗状況を説明

し、質疑を行った。 

 沼倉委員から「北太平洋公海漁業条約への対応」、吾妻委員から

「投稿論文・学会発表数や任期付研究員の貢献度」、天野委員から

「潜水業務と安全対策」、暮松委員から「新宮古庁舎の機能」につ

いて質問・意見があった。所長等から、それぞれ「サンマやアカイ

カ等については、国際的な資源管理を行うため、効率的な調査研究

体制の整備が必要になっている」、「東北区水産研究所（以下、東

北水研という）の論文数等は水研センター内では多い方であり、任

期付研究員の貢献度も高い」、「潜水業務実施要領を定めて、バデ

ィシステム等を義務付けた」、「新宮古庁舎では、魚類に加えて貝

類の種苗生産の技術開発、ならびに淡水も確保できるという利点を

活かした試験研究を計画している」等の説明を行った。 
 

４．震災対応に係る活動

の概要について 

 業務推進部長から、水研センターにおける震災対応に係る活動の

概要について説明した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 吾妻委員から「東北水研ではどのような分野で震災対応に関わっ

ているのか」、天野委員から「地域水産加工技術セミナー（以下、

加工セミナーという）開催における東北水研の役割」、沼倉委員と

天野委員から「新宮古庁舎の防災面や栽培漁業との関わり方」、吾

妻委員と天野委員から「放射性物質関連事業等における東北水研の

業務内容」等について質問・意見があった。 

 所長等から、「被害漁場環境調査事業、技会先端プロ研、放射性

物質関連事業、サケふ化放流支援事業等、多くの事業等を通して活

動している」、「加工セミナーでは企画や地元との調整を行った」

、「宮古庁舎建設地の海側には以前より高い防潮堤が建設される予

定である」、「新宮古庁舎では、単なる種苗の生産・配付は実施せ

ず、沿岸域の資源増養殖に係る調査研究や技術開発によって地域に

貢献していく」、「放射性物質関連事業では単なる調査に留まらず

、研究として実施している」等の説明を行った。 
 

５．資源海洋部及び資源

生産部における調査研究

の成果について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資源海洋部長と資源生産部長から、震災対応の研究成果、及び通

常の事業・研究活動による成果の概要について報告した。 

 資源海洋部報告に対しては、放射性物質関連研究について「ベン

トスの放射線量は測定しているか（吾妻委員）、淡水魚の放射性物

質蓄積のメカニズムは如何に（暮松委員）、高い放射能の値は餌由

来か（天野委員）、セシウムの挙動は如何に（沼倉委員）」等の質

問があり、資源海洋部長から「ベントスは検体量確保が難しく、定

量的には測定されていない。淡水魚の放射能は餌由来であることか

ら、養殖マス等では検出されないが、天然のコイ等では検出される

。またセシウムは細かな粒子に付着して沈降し沿岸流に乗って移動

すると考えられる」との説明を行った。また天野委員から、海況モ

ニタリングは水産だけでなく環境研究にも利用されていて重要で

あり、調査体制を維持してほしいとの要望があった。 

 資源生産部報告に対しては、吾妻委員から「ヒラメの天然発生量

の変動理由やマツカワへのLED照射の効果」について質問があり

、資源生産部長から、ヒラメの発生量と餌料生物の関係、及びLE
D光とマツカワの行動や食欲との関係について説明するとともに、

今後も検証していく必要があるとの説明を行った。 

６．外部委員からの講評 

 

 

 

 

 

 

 最後に、外部委員から講評をいただいた。外部委員からの意見等

は以下のとおりである。 

 吾妻委員から、「資源海洋部では、国際的に高いレベルの基礎的

研究を進めながら、かつ産業に根ざした研究も行われている」、「

今後は放射性物質の水産物への蓄積機構等についても解明してほ

しい」、「資源生産部では、多くのエフォートを使って震災対応研

究を行っているが、今後の水産業について具体的な提言をするべき



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時期に来ているのではないか」との意見をいただいた。 

 天野委員から、「青森県ではイカ類の水揚げ不振が続いている。

北太平洋公海漁業条約の成立に伴う八戸庁舎での研究の強化と対

応に期待する」、「マダラの標識放流試験等、県水試等ではできな

い研究を実施しており、今後各県で応用できる手法開発を進めてほ

しい」、「放射性物質対策においては、国民への正確な情報提供や

知識の普及が重要であり、この点では県水試等も努力する必要があ

る」との意見をいただいた。 

 沼倉委員から、「若鷹丸の見学では、漁業・海洋調査の重要性や

大変さを実感できた」、「従来の研究に加えて震災対応研究を実施

している。大変ではあるが、人々の暮らしに役立つ成果が得られて

いる」、「放射性物質に関する正しい知識の啓蒙と情報発信を続け

てほしい」との意見をいただいた。 

 暮松委員から、「八戸庁舎での国際条約対応としてのサンマ・イ

カ類の研究は今後ますます注目を集めると考えられる」、「マダラ

の回遊・移動等の研究も引き続き行ってほしい」、「加工セミナー

は大変良い企画であり、地域の実情に合わせて他地域でも実施して

ほしい」との意見をいただいた。 
 

７．所長からのお礼とお

願い 

 

 

 

 

 

 今後の水産業の復興についての具体的提言を行うべき時期に来

ていることを認識しており、八戸庁舎の組織拡充や新宮古庁舎の竣

工も契機として、復興に役立つ調査研究や技術開発、放射性物質関

連の成果の発信等に今後も取り組んでいくことを説明した。また、

多くの助言をいただいたことへのお礼を述べ、今後の所の運営の改

善と研究活動の活性化を図るべく、引き続いてのご指導・ご支援を

お願いした。 
 

 


